
公印省略

入札参加者　各位 ８営設第２６００号

令和８年１０月９日

 福岡県建築都市部営繕設備課長

ＮＯ 区分 質　　　　　　　疑

1 要求水準書 「要求水準書」２７頁３（１）「コ　アスベスト調査により発覚した～」とありますが、

施工前に含有調査を行うため、入札前の段階で各学校のアスベスト処理費を計上す

る事はできません。受注者の負担ではなく協議と考えてよろしいでしょうか。

2 要求水準書 「要求水準書」別紙７　リスク分担表にあります「制度関連リスク」のうち「法令変

更リスク」の負担者が受注者のみとなっております。受注者のみの帰責とは考えに

くく、貴県にも〇若しくは協議と考えてよろしいでしょうか。

3 要求水準書 「要求水準書」別紙７　リスク分担表にあります「不可抗力リスク」の負担者が受注

者のみとなっております。「工事請負契約書」第３０条に記載の通り、損害の状況が

確認されたときは費用の負担を請求できると考えてよろしいでしょうか。

福岡県県立学校体育館空調設備整備工事（第２工区）　要求水準書等に関する質疑回答書

回　　　　　　　答

今回の工事では、全体工事費に影響を及ぼす大規模なアス

ベスト処理費が発生する施工は想定していませんが、設計

業務にて極力アスベスト処理が発生しないような施工を検討

した上で、コストの増大を回避できない場合には、「要求水準

書」１９頁の統括管理業務内の（６）コスト管理のとおり、変更

の是非を協議することとしております。

基本的なリスク管理の主体は受注者としておりますが、

「要求水準書」４頁の９遵守すべき法制度等において、工事

期間中に変更された場合の対応については監督員及び受

注者にて協議することとしております。

また、法令変更や新規立法にて、コストが増大する場合に

は、「要求水準書」１９頁の統括管理業務内の（６）コスト管

理のとおり、変更の是非を協議することとしております。

基本的なリスク管理の主体は受注者としておりますが、

ご質問のとおり、「工事請負契約書」第３０条に記載の

発注者が負担するものについては、請求できるものと

考えてよろしいです。



公印省略

入札参加者　各位 ８営設第２６３６号

８営設第２６６４号

令和８年１０月９日

 福岡県建築都市部営繕設備課長

ＮＯ 区分 質　　　　　　　疑

4 その他 工期について、令和１１年３月１６日までとありますが、工期前に対象校全て引き渡

しが完了した場合は、工期末を待たずに本件竣工とさせて頂く事は可能と考えてよ

ろしいでしょうか。

5 その他 様式第３号の配置予定技術者調書に予定技術者を全てあげるとありますが、これは、

（受注後）に施工計画を作成する際に、技術者の追加配置が一切認められないという

意味でしょうか。

福岡県県立学校体育館空調設備整備工事（第２工区）　要求水準書等に関する質疑回答書

回　　　　　　　答

現時点で配置を予定できる技術者が複数いる場合には、

その全てを調書に記載してください。受注後、施工計画を

作成する過程で、必要に応じて追加することは差支えあ

りません。

前倒しは可能ですが、統括管理業務内の全体計画を確認

した上での協議事項となります。


